
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：先進理工学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した  2022  年 7 月  会議名：先進理工学部運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない  2022  年 11 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

●学部 

学修成果１．理工系基礎科目を履修し、科学技術に関する広い知識を身に着ける。 

学修成果２．理工系基礎科目を履修し、人文・社会科学系の知識を含む幅広い教養を備える。 

学修成果３．各学科で必要とされる基礎的科学技術とその根幹にある基礎学問を軸とする教育研究のための基礎知識、スキル、態度を身に着ける。 

学修成果４．各専門分野や新しい学問領域に取り組む能力を身に着ける。 

●物理学科 

学修成果１．専門必修科目を中心に履修し、物理学の基礎学力を習得する。 

学修成果２．理工系基礎科目を中心に履修し、化学・生命科学・情報学・数学などの関連分野を俯瞰できる基礎学力を習得する。 



 

学修成果３．専門必修選択科目を中心に履修し、現代物理学の先端的知識と先端技術を習得する。 

学修成果４．ゼミ科目を中心に履修し、物理学的視点からの問題発見能力を習得する。 

学修成果５．卒業研究科目を中心に履修し、物理学的手法による問題解決能力を習得する。 

●応用物理学科 

学修成果１．専門必修科目を中心に履修し、物理学の基礎学力を習得する。 

学修成果２．理工系基礎科目を中心に履修し、化学・生命科学・情報学・数学などの関連分野を俯瞰できる基礎学力を習得する。 

学修成果３．専門必修選択科目を中心に履修し、応用物理学の先端的手法と先端技術を習得する。 

学修成果４．ゼミ科目を中心に履修し、物理学的視点からの問題発見能力を習得する。 

学修成果５．卒業研究科目を中心に履修し、物理学的手法による問題解決能力を習得する。 

●化学・生命化学科 

学修成果１．無機・分析化学分野の基礎的な知識や実験操作を自発的に習得し、無機・分析化学の実験や測定を適切に行うことができる。 

学修成果２．有機化学分野の基礎的な知識や実験操作を自発的に習得し、有機化学の実験や測定を適切に行うことができる。 

学修成果３．物理化学分野の基礎的な知識や実験操作を自発的に習得し、物理化学の実験や測定を適切に行うことができる。 

学修成果４．生命化学分野の基礎的な知識や実験操作を自発的に習得し、生命化学の実験や測定を適切に行うことができる。 

学修成果５．研究を通じて自ら問題を発見し解決する能力を身につける。 

●応用化学科 

学修成果１．化学についての基礎および専門知識を有している。 

学修成果２．化学の知識を活用して個々の課題に取り組む能力を有している。 

学修成果３．化学実験を安全に適切に実施し、化学を応用できる。 

学修成果４．社会課題解決のため化学の研究に主体的に従事できる。 

学修成果５．化学と他の幅広い学問を結び付けて応用できる。 

●生命医科学科 

学修成果１．分子・細胞レベルで生命現象を理解・探求する力を身につける。 

学修成果２．生命科学・医科学研究を推進する際の道具となる物理・化学・数学・情報科学の知識を身につける。 

学修成果３．理工学と生命科学の知識を統合し，先端バイオテクノロジーを理解する力を身につける。 

学修成果４．基礎医学と医工学を学び，病気の原因の探求や診断・治療技術を理解する力を身につける。 

学修成果５．最先端の生命医科学研究事例を理解し，自ら研究を展開する素養を身につける。 



 

●電気・情報生命工学科 

学修成果１．電気工学を主として学ぶ者は、電力・エネルギー応用システムのための電気・エネルギー系の基礎的な知識と応用力を身に付けることができる。 

学修成果２．電子工学を主として学ぶ者は、ナノサイエンスや医用エレクトロニクスのための電子・材料系の基礎的な知識と応用力を身に付けることができる。 

学修成果３．情報学を主として学ぶ者は、システムデザインやデータサイエンスのための制御・情報系の基礎的な知識と応用力を身に付けることができる。 

学修成果４．生命系学問を主として学ぶ者は、生命科学や生物工学を理解するための生命システムの動作原理の基礎的な知識と応用力を身に付けることができる。 

学修成果５．本学科が編成する複数の専門分野にまたがって学ぶ者は、融合領域研究を推進するための俯瞰的な知識と応用力を身に付けることができる。 

学修成果６．本学科で学ぶ者は全て、学修態度・志向性について、研究倫理と幅広い教養を身に付けることができる。 

  

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない  2023 年 6 月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☐学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☐学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☐測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 



 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

アドミッション・ポリシー 

 

2022 年７月 学術院共通部分 英語学位プログラム特別入試の廃止に

伴う修正 

カリキュラム 

 

2023 年度入学者より変更 日本語学位プログラム化学・生命化学科、応用化学科、生

命医科学科の卒業要件 

カリキュラム見直しに伴う修正 

アドミッション・ポリシー 

 

2024 年度入学者より変更 学術院共通部分 帰国生入試の廃止に伴う修正 

 

 

※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

 

確認事項 3-2   2020 年度認証評価における指摘事項への対応②  指摘事項： 学位授与方針を授与する学位ごとに定めていない     

該当箇所： 基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、 

環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応も

しくは修正 

 2022 年 7 月  会議名：先進理工学部運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学位授与方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 11 月（予定）大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●学部 

早稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社

会に主体的に貢献できる人材を育成する。本学部においては、先端理工学領域および学際的な分野でリーダーシップをとって活躍できる、幅広い教養を身に付け、



 

高い公共性、倫理観を持ち、国際化や科学技術の進展など時代の変化に対応して積極的に社会貢献できる人材を各学科の理念・教育方針に基づき育成していくこ

とを目標としている。本学部の学生には先端的な科学技術領域で真に活躍できる人材となるべく、学部の段階において物理、化学、生命科学、電気・電子工学な

どの学問領域の基礎を十分修得し、それを基に高学年（大学院）においては専門的知識を修得、他分野に視野を広めていくことを求めている。各学科のこれまで

の実績から、卒業生の 7 割もしくはそれ以上が本学を中心とした大学院修士課程に進学すると見込んでいるため、本学部のカリキュラムは大学院進学を想定した

構成に主眼を置くが、進学の有無に関わらず、学部卒業段階で各学科の専門的内容の基礎および応用力を着実に修得させるよう構成されている。所属する学科が

定めるカリキュラムの履修方法および進級・卒業の要件に基づいて、定められた期間内に所定の単位を修めた学生に対して卒業が認定され、学士（理学）または

学士（工学）が授与される。 

●物理学科 

物理学科では、素粒子・宇宙物理、物性（凝縮系）物理、生物物理を中心とする幅広い分野における新しい未開拓の領域に挑戦することのできる能力の修得を目指して、

物理学の基礎学力および、化学・生命科学・情報学・数学など関連分野の基礎学力と広い視野を獲得する。その基礎学力に立脚して卒業生は現代物理学の先端的知識およ

び先端技術を習得し、現代物理学の未開拓領域において物理学的視点から問題点を発見し、物理学的手法を駆使して解決する力を身につける。 

●応用物理学科 

応用物理学科では、卒業生が既成概念にとらわれない自由な発想で新規の研究・技術開発等に対応できるように、物理学の基礎学力および、化学・生命科学・情報学・数

学など関連分野の基礎学力と広い視野を獲得する。その基礎学力に立脚して卒業生は応用物理学の先端的手法および先端技術を習得し、現代社会の様々な課題において物

理学的視点から問題点を発見し、物理学的手法を駆使して解決する力を身につける。 

●化学・生命化学科 

現代化学は原子、分子の立場から物質のもつ本質を解明しようとするものであり、自然科学の中心に位置づけられている。そのため、化学・生命化学科では、原子、分子，

電子の視点をもって，無機・分析化学，有機化学，物理化学，生命化学分野の基礎知識と実験法を習得し，“考え、実験する化学”（研究課題を見出して解決すること）を

実践する能力を育成し，自然科学の本質を探究する知識・能力を有し、倫理観を備えた卓越した人材の育成を行う。このような学修目標に到達した学生に、学士（理学）

授与する。 

●応用化学科 

応用化学の長い伝統を踏まえて体系的に整理された化学を修得し、具体的に演習を行うことにより化学を実践できる能力を培う。また、基礎から応用へと発展するよう設

計された実験に取り組み、化学を応用できるようになる。さらに化学分野の学理を研究し、独創の研鑽を重ねて、社会の持続的発展に貢献する能力を涵養し、化学を通し

て社会に役立つ人材となることが要求される。工学の基礎的な知識と応用力を身につけた者に対して学士（工学）の学位を授与する。 

●生命医科学科 

ミクロやナノといった分子レベルで事象を捉える学問である物理と化学を基盤とし，主に分子生物学を中心に生命現象を理解しながら生命科学，医科学，医工学の知識を

身につける。これらの知識を活かし，理工系と医学系の 2 つの分野を融合させた新たな分野の研究を展開する力を身につける。生命科学・医科学領域において自然科学の



 

観点から真理を探究する基礎的な知識と能力を有すると認められた場合に、学士(理学)の学位を授与する。医科学・医工学領域において工学の基礎的な知識と応用力を有

すると認められた場合に、学士(工学)を授与する。 

●電気・情報生命工学科 

生命・電気・電子・情報という広範な学問領域を、共通基礎科目および各領域に特化した専門科目を履修することにより体系的にそれぞれの領域の本質に触れるとともに、

異なる分野の多様な思考プロセスを俯瞰することにより、既存の学問領域の垣根を越えた視点から物事を捉える能力を身に付ける。そして、教員の研究指導のもとで研究

を行い、研究成果を卒業論文としてまとめ あげる。卒業論文の審査を行い、電気工学、電子工学、情報工学の領域において工学の基礎的な知識と応用力を身につけると認

められた場合、あるいは、生命科学、情報科学の領域において、自然科学の観点から真理を探究するための基礎研究に必要な工学的な知識と能力を有すると認められた場

合に、学士（工学）を授与する。 

 

確認事項 3-5   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑤  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を授与する学位ごとに定めていない。   

該当箇所： 教育学部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、経済学研究科、法学研究科修士課程、教育学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、

先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科修士課程、人間科学研究科修士課程、経営管理研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 

☐前回報告で対応完了済 （２）を記入 

☒前回報告以降に対応もし

くは修正 

 2022  年 7 月  会議名：先進理工学部運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☐公表している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☒公表していない 公表予定時期：2022 年 11 月 大学点検・評価委員会確認後 

（３）変更後の内容 

●学部 

実績ある本学理工系カリキュラムを発展させ、基礎学力の修得とともに先進領域への展開を可能とする実践力の涵養を目的として、第一線級の若手研究者・技術

者の育成のための教育課程を編成する。物理学・化学・生命科学・数学・情報学などの「共通基礎」を横軸に、縦軸として各学科の専門分野に応じた対象と方法論

両面に関する「専門基礎」を厚く確実に修得させる。これらを基に、高学年次（主に卒業論文研究配属以降）には先端的な学際分野を学習できる機会を多く設け

るようにする。また、講義科目に加え、演習・ゼミナール・実験などの科目を多く配し、学理の基礎と応用を実践的に修得させる。さらに習熟度を確認するための

チェックポイントの設定などにより、各学科のカリキュラムに応じてきめ細かく学習プログラムの進捗を自己認識させ、修学意欲を高めるようにする。本学部に

は、A 群・B 群（自然科学基礎科目および実験・実習・制作）・C 群（専門教育科目）・D 群（保健体育・自主挑戦科目）の 4 系列に大別される学科目を設置す

る。A 群・B 群及び D 群は学部全体の共通科目からなり、C 群は各学科の特色に応じた専門科目からなる。 



 

 

※確認事項 3-1、3-3、3-4、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10は該当なし 

●物理学科 

１年次および２年次では力学・電磁気学・量子力学など物理学における基礎的な科目を体系的に学習し、３年次以降でより専門的かつ最先端の科目を学習する。特に、実

践的な能力を涵養することを目指して、演習科目および実習科目を充実させている。物理学科の方針として、応用物理学科と協力して、基礎的な物理分野から応用的な分

野まで、幅広い研究分野から自由に選択できるカリキュラムを用意している。 

●応用物理学科 

１年次および２年次では力学・電磁気学・量子力学など物理学における基礎的な科目を体系的に学習し、３年次以降でより専門的かつ最先端の科目を学習する。特に、実

践的な能力を涵養することを目指して、演習科目および実習科目を充実させている。応用物理学科の方針として、物理学科と協力して、基礎的な物理分野から応用的な分

野まで、幅広い研究分野から自由に選択できるカリキュラムを用意している。 

●化学・生命化学科 

学部共通科目に加えて、学科４分野（物理化学、有機化学、無機・分析化学、生命化学）の専門科目（講義・演習・実験）を設置している。これらの科目を履修すること

により，各分野の基礎的な知識や実験法を習得する．低学年では基礎的な専門科目を、高学年ではより高度な専門科目を設置し、また、講義で学習した内容を演習と実験

で身につける教育体系になっている。そして、３年終了時に所定の単位を修得することを最終学年における卒業研究の着手条件としている。卒業研究を履修すると，自ら

研究課題を発見し，解決する能力を習得する。 

●応用化学科 

学部１～２年次の学部共通科目に加えて、専門科目（講義・演習・実験）を設置している。学部１～２年次の基礎的な専門科目にはじまり、学部３～４年次にはより高度

な専門科目を履修し、さらには最先端の研究に触れることができるカリキュラム構成にしている。講義科目により体系的に整理された基礎化学および専門化学を修得し、

具体的に演習を行うことにより化学を実践できる能力を培い、基礎から応用へと発展するよう設計された実験に取り組み化学を応用できるようになる。所定の単位を修得

することを最終学年における卒業研究の着手条件としている。卒業研究においては、問題発見能力、ならびにその解決能力を養う。 

●生命医科学科 

講義科目では、物理・化学・数学・情報科学・生命科学の基礎を十分に学んだ上で、理工学系、生命科学系、医学系の専門科目をバランスよく学ぶ。実験科目では、化学

物質や分析装置の取扱い、遺伝子・タンパク質の取扱い、細胞培養、動物実験の基本操作を学び、さらにバイオイメージングやバイオマテリアルを用いた最新のバイオテ

クノロジーを身につける。これらの知識と技術を活かし、卒業研究では実践的な研究を行い、その遂行能力を評価する。 

●電気・情報生命工学科 

生命・電気・電子・情報という広い学問領域の中で、自身の適性や修得すべき知識・技術を見出すことが可能となるように、研究分野と学科目との関連性を履修ロードマ

ップという形式で明示し、多様な科目の中から主体的に履修できるように設計している。 


